
校区の歴史～学校が建てられたこの場所は？
     校長 前田 正弘

２月の全校朝会では，富隈小学校の歴史について，次のようなお話をしました。

富隈小学校の名前は，稲荷山に富隈城というお城が築かれたことからつけられたというこ

とを知っている人は多いと思います。では，富隈小学校のあるここは，もともと何があった

ところか知っていますか。実は，ここには童蓮寺というお寺があったのだそうです。お寺の

跡だと分かるものがあります。正門の石垣の角にある石です。よく見てみると，丸く削った

跡があり，どうやら石を彫って作られた小さな仏様のようです。壊されてほとんど形が残っ

ていませんが，背中や左腕の一部が残っています。

今から１５０年前，お侍が治めていた武士の世の中から，明治という時代に変わるとき，

日本はお寺ではなく神社を大事にするべきだという

ことになって，それまであったお寺を壊してしまった

時期がありました。童蓮寺もそのとき壊され，お寺に

あった仏様も形が分からなくなるくらい壊されてし

まったらしいのです。

明治になってできたいくつかの学校が一緒になっ

て富隈小学校ができたとき，このお寺の跡に建てられ

ました。あの石は，富隈小学校の始まりを教えてくれ

ます。大事にしていきましょう。

ＨＰ：http://www.mct.ne.jp/users/tomikumasyo/ ブログ：http://blog.canpan.info/tomikumasyo/
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元気１００倍 優しさ無限大 心を一つに 富隈キッズ

霧島市立富隈小学校 学校だより 平成 29年度

早寝・早起き・朝ご飯，歩いて登校・体力つくり
寒い日が続いているせいか，ごく一部ではありますが，車で学校付近まで送迎してもら

う子が増えたようです。本校では，病気やけがなど特別な場合を除いて，遠方であっても

学校付近５００ｍ程度（「５００ｍルール」）は歩いて登校することを原則としています。

これは，学校付近は道路が狭く，送迎する車が歩いて登校する子まで危険にさらすこと

になるからです。遅れがちなため，スピードを上げて走ってくる車もあって，余計に危険

です。また，歩いて登校することは，気力・体力つくりにつながります。「早寝・早起き・

朝ご飯，歩いて登校・体力つくり」 規則正しい生活に心掛け，子供たちを心も体も強く

育てていきたいものです。ご理解とご協力をお願いします。

※ 病気やけがの場合は，担任に連絡し，２２３号線沿いの通用門から入り，Ｂ棟裏で下

ろしてください。



１月１７日と１８日の２日間，鹿児島定着度調査

が，５年生を対象に行われました。この調査は，毎

年行われるもので，国語，社会，理科，算数の４教

科と，学習に取り組む姿勢や意識を調査する児童質

問紙調査が行われました。日頃行われる単元テスト

とは違い，長い問題文や思考力・表現力を必要とす

る問題が多くあります。そのため，問題を読む前に

あきらめてしまう子供もよく出るのですが，今年の

５年生は，みんなしっかりと問題文を読み，最後ま

。 ，であきらめずに問題に取り組んでいました これは

５年部が年間を通し，文章をしっかりと読んで問題

に取り組むやり方や意識を指導してきた成果の一つ

だと思います。このような力や学習に向き合う姿勢

を，今後も全校一丸となって育てていきたいと思い

ます。

２月７日，来年度入学する新入生と保護者の方々

を迎えて入学説明会・体験入学が行われました。来

年度は，今のところ１２０名の子供たちが入学する

予定です。この日は，朝から雪が舞う程の冷え込み

となりましたが，子供たちは保護者の方々といっし

ょに元気に学校に来ました。保護者の方々が体育館

で説明を聞いている間，子供たちは現１年生や５年

生とゲームをしたり学校探検をしたりして交流を深

めました。また，今年度から，この日に入学後に必

要な学用品の販売も行うようにして，入学の準備が

スムーズにできるようにしました。今から４月が待

ち遠しい気持ちになった一日でした。

３月の行事予定
※ 変更もありますのでご了承ください。
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ありがとうございました！

先日，保護者の方が学校に桜島大根をもって

きてくださいました。おじいちゃんが作ってい

らっしゃるという大根は，とても大きくて重た

いものでした。早速Ａ棟の児童玄関に置き，子

供たちが見られるようにしました。初めてとい

う子供たちも多く，

興味深げに見る姿が

たくさん見られまし

た。実物にふれるい

。い機会になりました

国語の問題に取り組む子供たち

元気いっぱいの子供たち


